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モルタル・コンクリート吹付は、生産性や品質確保が吹付機
オペレータの個人技量によって大きく影響される

生産年齢人口の減少に伴う建設業の新規就労者減少と熟練
技能者引退で技術伝承が懸念されている

吹付機オペレータの技量に依存しない吹付システムの構築

１．開発の背景、目的



２．従来機械の吹付状況（動画）



 全機械が手動操作の為、熟練作業者が必要

 オペレータ個人技量により施工能力が大きく影響される

 ２～３名のプラント人員が必要

 各材料の計量値の記録保存ができない

 仕上がり品質はノズルで吹付する作業員の目視判断だが、吐出量調整や
ホース閉塞（詰まり）時の緊急停止等は吹付機側のみで実施

 ２本ノズル吹付は経験豊富な限られた一部の熟練オペレータのみが可能

これらの諸問題を解決!!

全自動吹付システム 「Automatic-Shot R」を開発！

２．従来機械の吹付プラント課題



３． 「Automatic-Shot R」の施工状況 （動画）



 「Automatic-Shot R」は、吹付作業での省人・省力化及び安全性、
生産性の向上を実現した全自動吹付システム

本システムの特長

①全てのプラント機器の自動化により、省人化を実現

②吹付機の全自動運転により、熟練度に左右されない高い施工能率を達成

③ホース閉塞時の自動緊急吐出停止機能により安全性が向上

④バッチ毎の材料計量データの記録保存が可能で品質確認が可能

⑤現場練り、工場製造の両方に対応可能！※全ての現場条件に対応

３．「Automatic-Shot R」の概要



３-1．現場練りプラント（9t減算サイロ 2基）

プラントヤードが広く、施工規模の大きい現場向け



３-2．現場練りプラント（9t減算＋30t縦型サイロ）

セメントの残量管理が楽

30t縦型サイロはストック用

プラントヤードが広く、施工規模の大きい現場向け



３-3．現場練りプラント（1.5t減算フレコンサイロ）

プラントヤードが狭く、施工規模の小さい現場向け



３-4．現場練りプラント（2t減算フレコンサイロ）

プラントヤードが狭く、施工規模の小さい現場向け



３-5．現場練りプラント（7t減算フレコンサイロ）

プラントヤードが狭く、施工規模の大きい現場向け



３-6．空練りモルタルプラント（累加式計量器）

プラントヤードが狭く、トラミキの運搬効率の良い現場向け

累加式計量器



３-7．生モルタルプラント

プラントヤードが非常に狭く、トラミキの運搬効率の良い現場向け



３-8．植生基材（袋手入れ）

プラントヤードが狭く、植生基材の施工規模の小さい現場向け



３-9．植生基材（累加式計量器・フレコン施工）

プラントヤードが広く、植生基材の施工規模の大きい現場向け

フレコンカッター 累加式計量器



 「Automatic-Shot R」の工期短縮効果検証

４-１． 「Automatic-Shot R」の工期短縮効果

※従来型機械の1本ノズル施工と比較して、1.66倍の出来高向上効果
及び14.4日の工期短縮を実現した



４-２．省人省力化

「Automatic-Shot R」のプラント人員構成従来型吹付プラントの人員構成

①プラント人員は1名で施工
②全自動運転で非熟練者でも運用可能

①プラント人員は2～3名必要
②手動操作で熟練作業者が必要



４-3．燃料消費量及びCO2削減効果
表ー１ 付帯設備の燃料消費量

表ー２ Automatic-Shot Rの燃料消費量の削減率

表ー３ Automatic-Shot RのCO2排出量の削減率

３８．４

２３．０

※工期短縮効果により、燃料消費量及びCO2排出量
は従来比で約40％の削減効果となった



５-1．クラウド化による維持･管理力向上

施工状況画面

・施工状況確認
→トラブル時の原因究明

・各種設定の確認・変更
→遠隔地より操作可能

・出来高の確認
→積算吐出量、作業時間等



５-1．クラウド化による維持･管理力向上

・全国各地の施工現場を
統括管理して運用可能



より性能アップを模索し、長距離・高揚程圧送を目指す

従来機に固執する協力業者へＩＣＴの優位性を指導・普及する

各現場の意見を参考に改善改良を進め完成度を高める

 i-Con2.0実現に向け、生産性向上・オートメーション化を図る

６．今後の方針



ご清聴ありがとうございました


